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（議事日程） 

日程第１  協議事項   平成３１年度使用目黒区立中学校教科用図書（道

徳）の採択について 

日程第２  協議事項   幼稚園教育職員の期末手当に関する規則の一部改

正について 

日程第３  協議事項   幼稚園教育職員の勤勉手当に関する規則の一部改

正について 

日程第４  報告事項   南部・西部地区の区立中学校の統合に向けた進め

方について（案） 

 

 資料配布 

・銀河の里キゴ山  
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（午前９時３０分開会） 

 

○教育長   第２７回目黒区教育委員会定例会を開会いたします。本日の欠

席委員、欠席職員はございません。署名委員は笹尾委員です。 

ただいま、傍聴の申請がありましたのでお諮りします。傍聴を

許可したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

     （各委員同意） 

 

○教育長   それでは、傍聴を許可することといたします。 

       なお、以後の傍聴の申請はその都度許可することとし、委員の

皆様にはお伝えすることはいたしません。 

それでは日程第１を議題とします。 

 

（日程第１  平成３１年度使用目黒区立中学校教科用図書（道徳）の採択に

ついて（協議事項）） 

 

○説明員   （資料により説明） 

○教育長   ただいま事務局より説明がありましたとおり、本日も前回に引

き続き、目黒区立中学校で平成３１年度から使用する特別の教科

｢道徳」の教科用図書について協議してまいりたいと思います。 

       事務局からも再度説明がありましたが、８月７日に採択の議決

を行う予定としておりますので、７月３１日には１社を選定した

いと考えております。 

       本日は２社程度を選びたいと思っておりますので、よろしくお

願いします。 

       前回、委員の皆さんからご自身の選定方針のもとに選ばれた結

果を総括させていただき、Ｆ社、Ｉ社、Ｊ社、Ｋ社の４社を選ば

せていただきました。本日はここから２社程度を選んでいただけ

ればと思っております。 

議論の際に呼ぶ道徳教科用図書の発行者名は、お手元の資料２

のとおり、協議用記号で呼んでいただきたいと思います。 

○委員    私自身が前回評価として、二重丸、丸をつけた４社が選ばれて

おりました。 

       Ｆ社とＩ社については二重丸をつけまして、Ｊ社、Ｋ社につき

ましては丸という評価をさせていただきました。 
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       今回、改めまして、２社に絞るに当たりまして、内容について

吟味させていただきました。各教科書、指導要領に基づいて４つ

の視点でまとめられておりますけれども、それぞれの視点の中で

取り上げられました題材について書かれていること、それから編

集委員の方々から気づかせるような内容のコメント等が加えられ

ておりますけれども、それらについて、比較させていただきまし

た。 

       特に私自身は、生徒たちが主体的に取り組むというところを重

視しまして、内容から推しはかってみて、生徒たちが本当に自分

の学びを深めるというような視点で、取り組めるのかという観点

で読ませていただきました。 

       その中で、具体的に比較をいたしますと、Ｆ社とＩ社について

は、少し秀でたものがあるという印象を持っております。 

       内容といたしましては、文章から読み取れる、生徒たちのレベ

ルでの読み取りはそれぞれ差があると思いますけれども、その読

み取りにおける起承転結がはっきり読み取れます。それぞれの題

材について、なぜこういう題材が取り上げられているかというこ

とについて生徒たち自身が考えられ、それを深めることができる

内容で書かれているものがＦ社とＩ社でした。 

       ですので、私自身はＦ社とＩ社を推薦したいと思っております。 

○委員    この４社を母体と考えたときに、どうなのかということを考え

てみました。 

       そうすると、各社は、それぞれ特色のある視点を持っていたり、

あるいは構成、教科書の体裁ということで、独自のスタイルがあ

って、それなりに工夫されていると思いますが、子どもたちの使

いやすさとか分量的な負担感などを考えて、結論から言いますと、

私もＦ社とＩ社になります。Ｆ社とＩ社は、この４社の中でバラ

ンスがとれているという意味で秀でていると思いました。 

       先ほども言ったように、それぞれ特色があって、その特色はそ

れなりに評価できるのですけれども、全体的なバランス、分量、

それからテーマの選択、子どもたちの振り返りやすさから考える

と、Ｆ社とＩ社がいいと思いました。 

○委員    私も今回４社に絞られたということで、もう一度この４社につ

いて、それぞれ検定教科書に目を通し、同じ題材を扱っています

ので、そこに対する発問が、どのようになされているかというと

ころを１点着目をしました。 
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       それと同時に、私の視点は、生徒が興味関心を持てる題材が多

く、この教科書を手にとって学んでみたい、読み進めたいと思う

ような題材をどれだけ多く扱っているかというところをポイント

にしていました。 

       結果、私はＦ社とＫ社が最終的にいいと思っています。 

       理由としましては、Ｆ社は先週も申し上げましたが、発問が２、

３個で絞られていて自由度が高く、その発問も工夫されている。

あとは題材も豊富で、いじめや歩きスマホ又はラインなど、取り

上げてほしい、生徒も興味関心があるような題材も多く取り上げ

ており、ロールプレーイングをするというような工夫もなされて

いて、緩急があり、いいと思いました。 

       Ｋ社については、発問は題材の後に１つ、ないし２つですけれ

ども、その発問が奥が深く、考えなくてはいけない問いになって

いたので、１個や２個ですけれども、先生の裁量によってはより

広げられる、題材の後にさらに深めるような補助教材がついてい

るので、先生方に活用していただけるのではないかと思いました。 

       あとは、冒頭に考えるポイント、どのようにして道徳を考えて、

どのようにしてみんなで話し合っていけばいいのかというところ

も、Ｋ社はわかりやすく書かれているので、生徒たちがそこを見

ながら、自分たちで自発的に主体的に話し合ったり言語活動を活

発にしたりすることができるのではないかというところもポイン

トが高かったというところです。 

○委員    視点として前にお話ししましたように、道徳は、試験問題に出

るわけではないので、教室の場、時間内に誘導されることなく自

分で自分の考えをまとめることができるか、又はまとめられない

にしても、相手の気持ちを十分に理解して、いろいろな意見があ

るんだということに悩むまでが道徳だと思っています。その後、

結論は自分でつけていく中で、どの教科書が良いのか悩んだので

すけれども、Ｆ社とＫ社にしました。 

       物量ですとか、誘導しない、自分で考える、そして、人の意見

を十分に聞ける、そういう教科書ということで、Ｆ社とＫ社にし

ました。 

○教育長   大きな観点から総合的に判断いたしますと、私としては、Ｆ社

とＩ社が一歩リードしているのではないかと思います。 

       その選定の考え方としましては、内容、題材、それから構成面、

表記及び表現が生徒にとって使いやすいものになっているか、わ
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かりやすいものになっているか、教える側の教師にとって教えや

すいものになっているかといった観点から考察してまいりました。

さらに、生徒自身が発問をしやすいものになっているかどうか、

内容として、押しつけるものになってはいないかどうか、答えが

既に表に出ているようなものになっていないかどうか、という観

点から、総合的にＦ社とＩ社を選定させていただきました。 

○教育長   結果としまして、Ｆ社が５人、Ｉ社が３人、Ｋ社が２人という

ことでございますけれども、今日の段階では、Ｆ社、Ｉ社、Ｋ社

の３社を選ぶということにしたいと思います。 

       それでは本日の協議はこれをもって終了したいと思います。 

       各委員におかれましては、次週は１社に絞りますので、教科用

図書や報告書等の資料に再度目を通していただきまして、検討い

ただければと思います。 

       それでは今日の議論はここまでとします。 

       ここで議事の都合上、暫時休憩とします。 

 

（午前９時４５分、休憩入る。） 

 

（午前９時４６分、休憩終わる。） 

 

 

○教育長   それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

       日程第２と日程第３は関連しておりますので、一括して議題と

します。 

 

日程第２  幼稚園教育職員の期末手当に関する規則の一部改正について 

      （協議事項） 

日程第３  幼稚園教育職員の勤勉手当に関する規則の一部改正について 

（協議事項） 

 

○説明員   （資料により説明） 

○教育長   この件についてご質問等はございませんか。 

       特にないようですのでこの協議を了承します。 

       次に日程第４を議題とします。 

 

（日程第４  南部・西部地区の区立中学校の統合に向けた進め方について
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（案）（報告事項）） 

 

○説明員   （資料により説明） 

○教育長   この件についてご質問等はございませんか。 

○委員    ２ページの統合新校の開校時期のところで、今まで同時に２つ

の統合をしたということはなかったと思います。新しい組み合わ

せというか、２校同時というのは、事務作業的には大変だと伺っ

ていますが、それに対応できるような体制は今後検討されると思

いますが、懸念されている点が何かあればお願いします。 

○説明員   目黒区では２校同時のケースはございません。今後、事務作業、

事務量としては膨大になることはこちらとしても見込んでござい

ます。 

       具体的には、統合方針の改定を今年度予定してございまして、

次年度につきましては、統合新校整備方針をつくっていく過程に

入ります。その中で校地、実際に統合した場合に、最終的な校地

はどこだということ、あとは通学区域とか、そういったものを決

める作業がございます。当然、２校分になりますので、その協議

組織も時間帯的にも夜とか休日などに開いたというように把握し

てございますので、２校分の地域の方をお招きしていくというと

ころで、体制としては今のままでは難しいというのは認識してご

ざいます。 

       組織の部分は、区長部局、企画経営部門と協議の部分がござい

ますので、来年度の組織体制につきましては、事務量も踏まえな

がら、今後要求をしていきたいと考えてございます。 

○委員    ３ページの（４）の中の保護者・地域等との合意形成、これも

２校同時ということになりますと、保護者、地域等についても、

これは４校に関係する方が対象になるわけですので、少し懸念し

ております。 

       資料に書かれている十分な情報提供、それから情報を共有する

ということについて、各学校の情報の内容に温度差があるだろう

と思いますので、この辺の情報提供の仕方、それから共有の仕方、

ＰＴＡ等との連携協力などの進め方を教育委員会の中で意思統一

というようなものが必要と思います。 

       ＰＴＡ等についてはある程度まとまると思いますけれども、周

囲の地域の方々との関係で果たしてどうなるのかを懸念しており

まして、この辺の進め方についても教育委員会の中にいる人々の
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役割分担、ある程度、意思統一した上でやっていく必要があるの

かなと思いますので、注意深く進めていっていただきたいと思い

ます。要望です。 

○教育長   その他ご質問等ございますか。 

       特にないようですのでこの報告を受けました。 

 

 資料配布 

・銀河の里キゴ山  

 

○教育長   以上で、本日の定例会を閉会とします。 

 

（午前１０時１６分閉会） 

 


